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カニノツメ                  エリマキツチグリ               ササクレヒトヨタケ 

万博記念公園・生きもの見わけ方講座

園内の“自然ふれあい”を紹介するページ 

受講生たちのひと言感想 

 シダの種類が日本で６００種、大阪で２２０種には

おどろきました。又、水が必須条件である事は初

めて知りました。 

 シダについて勉強するのは初めてでしたが、主要

なシダについて入門することができた！かもしれ

ません。野山を歩くときこれからはベニシダ、イノ

モトソウ、ワラビ、ゼンマイ… 注意しながら歩い

てこうと思いました。 
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        シャリンバイ（左）とトベラ（右） 
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             ◆公園内では一般来園者の生物の捕獲は禁じられています。 

植 物 

 葉の形から植物の名前の見つけ方を教えてい

ただきました。カエデ類は対生で、フウ類は互

生との違い、フウ、モミジバフウの見分け方もわ

かりました。 

 雨あがりで緑がとてもきれいでした。木々の紅

葉のメカニズムがとても興味深かったです。マ

テバシイのどんぐりを食べてみたいです。 

 

 落ち葉タケから大きいシロハツ。食べておいしいホンシ

メジ、ムラサキシメジなども見れ、はじめて見るキノコも

多くてたのしかったです。 

 初めて参加させて頂きましたが捜すという楽しみと、名

前を知るという楽しみ、成り立ちを知るということが良か

ったです。身近での発見、本当に良かったです。 

 

鳥 

 セグロセキレイ、ハクセキレイについて今まで確

信できずにいましたが、今回お教えいただいてよ

くわかりました。ハシブト、ハシボソガラスについ

ても、自分ひとりだけでは図鑑を見ても判断でき

ないですが、これもよくわかりました。 

 オシドリがコナラのどんぐりを食べることなど鳥と

の関係をいろいろ教えてもらったのはよかった。 

 


